
お揃いの帽子で
カウントダウン
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　３年目を迎えたビッグイエロー。地域の子
どもたちのカウントダウン後にライトアップ
された日本一の大イチョウは、今年も多くの
観光客の目を楽しませました。
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津軽三味線「秀栄会」

美照流若葉会高嶺流翔舞会美照流あけぼの会

式部の会深浦町カラオケ愛好会歌謡クラブ

文
化
の
秋
　
芸
術
を
体
験

　
11
月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
、
役
場
１

階
町
民
文
化
ホ
ー
ル
と
岩
崎
ふ
れ
あ
い
と
創

造
の
館
で
開
催
さ
れ
た
文
化
祭
作
品
展
。
各

会
場
に
は
、
書
道
や
陶
芸
、
絵
画
や
写
真
な

ど
サ
ー
ク
ル
活
動
で
制
作
し
た
作
品
や
保
育

園
児
に
よ
る
か
わ
い
ら
し
い
作
品
が
多
数
展

示
さ
れ
、
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
両
会
場
に
は
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
。
深
浦
地
区
の
凧
絵
教
室
で
は
、
子
ど
も

声
援
を
励
み
に
芸
を
磨
く

　
秋
の
恒
例
行
事
と
し
て
、
す
っ
か
り
定
着

し
た
ふ
か
う
ら
芸
能
祭
。
開
催
日
と
な
っ
た

11
月
15
日
、
町
内
の
芸
達
者
た
ち
の
活
躍
を

見
よ
う
と
、
約
２
０
０
名
が
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

プ
ラ
ザ
ゆ
と
り
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　
演
目
を
行
う
「
深
浦
の
芸
能
人
」
団
体
は

14
団
体
。
訪
れ
た
観
客
に
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
日
頃
か
ら
練
習
を
積
ん
で
き
た
新
舞

踊
や
カ
ラ
オ
ケ
、
民
謡
な
ど
の
芸
能
を
披
露

し
ま
し
た
。

　
会
場
に
詰
め
か
け
た
観
客
は
、
ス
テ
ー
ジ

上
で
次
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
る
芸
能
に
拍
手

喝
采
。
磨
き
上
げ
た
芸
に
対
す
る
声
援
を
受

け
た
演
者
の
顔
に
は
充
実
感
が
漂
い
、
さ
ら

な
る
芸
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

た
ち
が
豊
か
な
感
性
で
絵
付
け
を
し
た
自
分

だ
け
の
凧
絵
を
作
り
、
岩
崎
地
区
で
の
お
茶

会
で
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
の
方
が
、
茶
の
湯
の
基
本
を
学
び

ま
し
た
。

　
来
場
者
は
、
町
内
の
芸
術
家
の
自
慢
の
作

品
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
通
し
て
、
文
化
色
に

染
ま
る
秋
の
１
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
11
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
文
化
祭
作
品
展
と
ふ
か
う
ら
芸
能
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
区
で
活
動
し
て
い
る
芸
達
者
が
そ
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
な
作
品
・

芸
能
を
披
露
し
、
多
く
の
町
民
が
文
化
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

津軽三味線「秀栄会」

美照流若葉会高嶺流翔舞会美照流あけぼの会

式部の会深浦町カラオケ愛好会歌謡クラブ

豊
か
な
文
化
・
多
彩
な

芸
を
楽
し
む

豊
か
な
文
化
・
多
彩
な

芸
を
楽
し
む
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443人（83.9％）

379人（71.8％）

377人（71.4％）

354人（67.0％）

349人（66.1％）

612人（80.4％）

603人（79.2％）

583人（76.6％）

571人（75.0％）

523人（68.7％）

　
ふ
る
さ
と
を
離
れ
、
首
都
圏
で
暮
ら
し
て

い
る
深
浦
町
出
身
者
が
集
ま
り
、
親
睦
を
深

め
る
深
浦
会
東
京
総
会
・
交
流
会
が
、
11
月

22
日
、
品
川
区
総
合
区
民
会
館
「
き
ゅ
り
あ

ん
」
で
行
わ
れ
、
約
２
５
０
人
が
ふ
る
さ
と

深
浦
の
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
小
野
秋
夫
会
長
（
田
野
沢
出

身
）
が
「
こ
の
会
が
22
回
目
を
迎
え
た
こ
と

は
、
ふ
る
さ
と
深
浦
と
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
の
賜
物
。
故
郷
の
少
子
高
齢
化
は
心
配

だ
が
、
人
情
の
厚
さ
、
自
然
の
豊
か
さ
溢
れ

る
深
浦
へ
の
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、
吉
田
町
長
を
は
じ

め
来
賓
の
方
々
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
役
員
改
選
な
ど
６
議
案
が
審
議
さ

れ
、
第
４
代
の
新
会
長
に
吉
田
文
雄
さ
ん

（
田
野
沢
出
身
）
を
承
認
。
吉
田
新
会
長
は

「
今
回
承
認
さ
れ
た
新
役
員
を
引
き
続
き
ご

支
援
い
た
だ
き
、
深
浦
の
東
京
祭
り
を
存
分

に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
、
参
加
者
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
深
浦
産
の
マ
グ
ロ
や
サ
ザ

エ
、
あ
ん
こ
う
の
と
も
和
え
や
山
菜
な
ど
の

郷
土
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
に
ず
ら
り
。
参
加
者

は
、
１
年
ぶ
り
の
ふ
る
さ
と
の
味
に
舌
鼓
を

打
ち
、
懐
か
し
い
同
郷
の
顔
を
見
つ
け
て
は

昔
話
に
花
を
さ
か
せ
、
次
回
の
再
会
を
誓
っ

て
い
ま
し
た
。

大
賑
わ
い
！
深
浦
の
東
京
祭
り　

　
安
心
し
て
快
適
に
医
療
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
。
平
成
22
年
と
25
年
に
実
施
し
た
町
づ
く

り
ア
ン
ケ
ー
ト
が
示
す
よ
う
に
、
地
域
住
民

に
と
っ
て
、
医
療
体
制
の
充
実
は
切
実
な
願

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
町
内
に
あ
る
内
科
系
医
療
施
設
は
、

官
民
合
わ
せ
て
３
施
設
。
少
子
高
齢
化
が
ま

す
ま
す
進
む
中
に
あ
っ
て
、
持
続
的
な
医
療

の
充
実
と
強
化
を
図
る
た
め
、
新
た
に
建
設

す
る
診
療
所
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
こ
の
問

題
を
検
討
す
べ
く
、
こ
の
ほ
ど
地
区
住
民
や

学
識
経
験
者
、
議
会
議
員
や
各
種
団
体
の
長

を
委
員
と
す
る
「
新
診
療
所
整
備
基
本
プ
ラ

ン
策
定
委
員
会
」
を
設
置
、
議
論
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
本
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た

２
回
の
検
討
会
で
、
新
診
療
所
建
設
予
定
地

を
木
造
高
校
深
浦
校
舎
隣
接
地
と
す
る
こ
と

に
、
全
会
一
致
で
合
意
。
そ
し
て
、
今
後
は

診
療
所
の
規
模
、
入
院
施
設
の
有
無
、
訪
問

看
護
を
含
め
た
運
営
方
針
等
に
つ
い
て
、
議

論
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
診
療
所
整
備
よ
り
も
医
師
確
保

を
行
う
べ
き
」
と
の
指
摘
に
対
し
、
町
側
は

「
町
の
医
療
体
制
に
危
機
感
を
持
っ
て
お
り
、

医
師
確
保
と
並
行
し
て
診
療
所
整
備
に
取
り

組
む
」
と
回
答
。
熊
谷
医
師
と
３
名
の
代
診

医
で
対
応
し
て
い
る
現
状
か
ら
し
て
も
、
医

師
確
保
は
最
重
要
課
題
と
の
共
通
認
識
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
医
師
確
保
は
当
町
の
み
な
ら
ず

県
内
全
域
で
抱
え
て
い
る
問
題
で
あ
り
、
さ

ら
に
若
手
医
師
は
よ
り
よ
い
環
境
を
求
め
て

都
会
へ
向
か
う
傾
向
。
深
浦
町
の
医
療
体
制

や
へ
き
地
診
療
に
理
解
の
あ
る
医
師
を
確
保

で
き
る
か
が
、
医
療
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た

め
の
大
き
な
鍵
と
言
え
ま
す
。

　
同
委
員
会
で
は
さ
ら
に
検
討
を
進
め
、
３

月
ま
で
に
新
診
療
所
整
備
基
本
プ
ラ
ン
を
町

に
答
申
す
る
予
定
。
地
域
住
民
が
安
心
で
き

る
医
療
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新会長の吉田文雄さん

地
域
が
安
心
で
き
る
医
療
体
制
と
は
？

深浦校舎に隣接する新診療所建設予定地

2010アンケート結果
「身近で適切な医療を受けられる」の重要度

新たなまちづくり施策の支持率上位５項目
（全回答者528人）

2013アンケート結果

とても重要
303人
56.5％

重要
146人
27.2％

あまり重要でない
5人　0.9％

重要でない　0人　0.0％
未回答　37人　6.9％

普通　45人
8.4％

水道料金引き下げ

深浦地区に公立病院を整備

雇用のため公共事業実施

関診療所の医療機能充実

子供の医療費助成対象拡充

443人（83.9％）

379人（71.8％）

377人（71.4％）

354人（67.0％）

349人（66.1％）

612人（80.4％）

603人（79.2％）

583人（76.6％）

571人（75.0％）

523人（68.7％）

「身近で適切な医療を受けられる」の重要度

新たなまちづくり施策の支持率上位５項目
（全回答者761人）

とても重要
369人
48.5％重要

233人
30.6％

あまり重要でない
2人　0.3％

重要でない　2人　0.3％
未回答　67人　8.8％

普通　88人
11.6％

加害サルの計画的駆除

現在の医療体制を維持

水道料金引き下げ

魚場整備や稚魚等放流により
水産資源を増やす

各集落に支援員を配置し、
地域活動を支援

会員を募集！
　深浦会東京事務局では、新規会員を募集しています。

首都圏に在住している親類や友人の方をご紹介ください。

ふるさと「ふかうら」の発展のために、交流の輪を広げ

ましょう。

◆年会費　2,000円

□申込・問合せ先　深浦町企画財政課　企画調整係

　　　　　　　　　TEL　0173－74－2113
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100歳を迎えた亀川さん（前列右から２人目）クッション材の梱包作業に見入る

全勝優勝したけんてぃーず

漁業振興会員のアドバイスで種糸を取付け

飛び散らないよう目張りしガラスを解体する

大物狙いで逆転を狙う

11
１

ウォッチング

まちか
ど

ウォッチング
みなさんの身近な話題・行事・出来事な
どの情報をお寄せ下さい。
深浦町企画財政課　企画調整係

電話　74－2113

百薬の長で１００歳に百薬の長で１００歳に

ビッグイエロー２０１４ビッグイエロー２０１４

　サンタ園に入所している亀川ちよさん（正道尻）が、100歳の
誕生日を迎えました。
　亀川さんは、1914年（大正３年）横磯生まれ。1935年（昭
和10年）に結婚し、子ども１人と孫２人、ひ孫３人にめぐまれ
ました。
　現在は車イスでの生活ですが、入所するまで毎日湯飲み茶碗半
分のお酒をたしなんでいたとのこと。「酒は百薬の長」を体現し
た亀川さんは、顕彰状を受け取ると「ありがとう」と、笑顔を見
せていました。

　11月20日から行われた北金ヶ沢の大イチョウのライトアップ。
今年も多くの観光客が、漆黒の中に浮かび上がるビッグイエロー
を楽しみました。
　今年は風もなく穏やかな天候が続いたものの、朝晩の寒暖の差
により落葉が進行。ライトアップは、当初予定を繰り上げて28
日までとなりましたが、メディアにも取り上げられるビックイエ
ローを一目見ようと、夜間にも関わらず多くの家族連れが記念写
真を収めていました。

11
13 スポーツで生きいきと交流スポーツで生きいきと交流

　高齢者の健康づくりと参加者同士の親睦を図る西郡・つがる市
老人スポーツ大会が、町民体育館で行われました。
　本大会には、西つがる管内から約200名が参加。平成の大合併
前の旧８町村ごとのチーム対抗戦で、玉入れやボール送り、魚釣
りなど６つの種目で得点を競いました。
　集計の結果、岩崎チームが念願の初優勝を獲得。自分の体力に
合わせて適度に運動した参加者は、心地よい汗を流し、互いに交
流を深めていました。

　障害のある方への配慮と理解を深める訪問事業が、障害者就労
施設「ゆきあいの里」で行われました。
　同施設では、一般企業への就職が困難な15名の利用者に働く
場を提供し、生産活動を通して楽しい生活を送ることができるよ
う支援を行っています。
　９名の参加者は、町民に人気のパンや土鈴作り、果物用のクッ
ション材の梱包作業を見学。高い集中力とやりがいを持って楽し
そうに作業する施設利用者の姿に、感心した様子でした。

障害者就労施設を訪問障害者就労施設を訪問

11
15 今年も大きく育つかな！？今年も大きく育つかな！？

11
20

　町民相互の親睦を目的として、10月23日から熱戦を繰り広げ
てきたナイターバレーボール大会がこのほど終了し、「けんてぃ
ーず」が全勝優勝を果たしました。
　同大会には９チームが参加。今年は、町内の高校３年生を中心
としたチーム初参戦し、大会を盛り上げました。
　なお、大会結果は次のとおり。

　　　　　優　勝　　けんてぃーず
　　　　　準優勝　　ＷＶＣ
　　　　　第３位　　ライオネット警備

町民ナイターバレーボール大会町民ナイターバレーボール大会

　海の生き物について学ぶ深浦マリンキッズの秋の体験活動が、
北金ヶ沢地区で行われました。
　21名の子どもたちが体験したのは、ワカメの種糸付け。子ども
たちは北金ヶ沢漁業振興会員の協力のもと、ワカメの胞子が付い
た種糸を約３㎝の長さに切り分け、養殖用ロープに取付けました。
　当日は波が高く、海洋牧場への沖出し作業は残念ながらお預け。
昨年は200㎏以上のワカメを収穫しており、子どもたちは３月の
収穫時期を心待ちにしていました。

　交通事故を起こした車からの適切な救出方法を学ぼうと、深浦
消防署で車輛を使用した救出訓練が行われました。
　深浦消防署と岩崎分署員が参加した訓練では、頸椎を固定する
ための毛布の使い方や抱きかかえ救出など、様々な救出方法を実
践。また、事故で車のドアが開かない際の窓ガラスの破砕方法を
学びました。
　町内では、事故車の救出要請は少ないとのことですが、参加者
は万が一に備えて一連の流れを確認していました。

11
６ 車輛からの救出方法を学ぶ車輛からの救出方法を学ぶ

ど れい

ふしぎな癒しの 肩こり・腰痛・筋肉のほぐし他

〈健康グッズを取り扱っています〉ご相談ください！
　布団、枕、骨盤保護パンツ、健康補助食品（サプリ）、化粧品・・etc

場　所　ＪＲ十二湖駅前
連絡先　E-mail  yoshio_akiho@coffee.ocn.ne.jp
            　　　　yoshio.akiho1206@docomo.ne.jp
　　　　ＦＡＸ　77－2902

レンタルルーム　1h 2,000円（12人まで持ち込み自由）
5.1chカラオケ無料　ホットプレート等使用時2,500円
フリードリンク＆フード　3h お一人様2,000円～4名様より

 カイロプラクティック施術（全身） ￥3,000
 お試し15分（骨盤調整） ￥1,000
フェイシャルケアコース   ￥5,000

カイロプラクティック院　らっきー

深浦町大字風合瀬字大磯１３５（２階）　上晴山バス停隣

【問合せ】080－6042－7173（山下）/不定休

レストラン　ＷＡＳＡＢＩ

「全ては、お客様の笑顔のために！」
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ふかうら
いいね！
ふかうら
いいね！

Good Job! Fukaura

正しい処理をアドバイスする塩谷さん（中央）

ホープス女子に出場した小山奈緒さん（いわさき小）

自殺用へ理解を深める参加者

第３９回町民卓球大会第３９回町民卓球大会
　11月22日・23日の２日間、町民体育館において町民卓球大
会が開催されました。青森市、弘前市、能代市、八峰町をはじめ、
県内外から約320名の選手が参加して熱戦が繰り広げられました。
　各種目の優勝者は次のとおり。

　●小学生の部
　　○ホープス男子　小山内颯太（ぴんぽんかん）
　　○ホープス女子　渋谷はづき（五所川原ジュニア）
　　○カブ男子　　　市川　獅道（ひらない卓球スポ少）
　　○カブ女子　　　田中　結南（平内卓王会）
　　○バンビ男　　　小山内佑薫（ぴんぽんかん）
　　○バンビ女　　　安部愛結奈（五所川原ＴＴＣ）

　●一般の部
　　○団体戦　　　　弘前実業
　　○一般男子Ａ　　渋谷慶太郎（弘前実業）
　　○一般女子　　　齊藤　美穂（弘前実業）
　　○一般男女Ｂ　　種市　克之（青森卓愛会）

　北金ヶ沢地区で、漁業関係者を対象とした活〆神経抜き講習会
が開催されました。
　正しい技術で処理された魚は、鮮度の良い状態が続き、首都圏
など遠方にも最高の状態で届けることが可能。講師の㈲塩谷魚店
の常務取締役塩谷孝さんは「いい魚とは、消費者が食べる時に最
高の状態にあるもの」と、アドバイスしました。
　その後、集まった40人が実際に活〆神経抜きに挑戦。魚価回
復につながればと、熱心に取り組んでいました。

鮮度維持の技術を学ぶ鮮度維持の技術を学ぶ

11
21 自殺予防に耳に傾ける自殺予防に耳に傾ける

11
23

　悩みや問題で追い詰められ、自ら命を絶つ自殺の予防について
学ぶ講演会が、町民文化ホールで行われました。
　法的トラブルの相談窓口の一つである法テラス（日本司法支援
センター）の弁護士等が「誰もが自殺に追い込まれないために」
と題し、講演。相談窓口の積極的な利用をＰＲしました。
　参加者の多くを占めた民生委員や行政連絡員、保健協力員、人
権擁護委員の方々は、自殺予防へ理解を深めた様子でした。

読み聞かせ・ふかうら・だんぶり
　ふかうら文学館のオープンに合わせてスタートした
「だんぶり」。このほど、読書運動の推進に尽力してき
た全国38団体の１つとして、読書推進運動協議会より表
彰されました。
　今回は、節目の10年目に大きなご褒美をもらった「だ
んぶり」を紹介します。

　11名で活動している「読み聞かせ・ふかうら・だんぶ
り（山本幸子代表：12区）」。発足のきっかけは、県読
書団体連絡協議会の西村恵美子会長が、深浦町で読み聞
かせ研修会（町内の保育園での読み聞かせ等）を開催し
たことでした。
　個人的に本を読むことが好きなメンバーが集まったも
のの、誰かに聞かせるのは全くの未経験。山本さんを始
め「とりあえずやってみようか」と、軽い気持ちで始め
たそうです。幸いなことに、太宰治や成田千空、大町桂

月といった深浦にゆかりのある文人たちを紹介する「ふ
かうら文学館」のオープンに際し、館内に活動スペース
と多くの絵本や書物が確保されたこともあり、読み聞か
せ活動には十分な環境が整っていました。
　その後、だんぶりは活動をスタートさせたものの、手
探りの状態。これまであまり読む機会のなかった絵本や
紙芝居、メンバーがそれぞれの役で進行していく朗読劇
など、読み聞かせの手法もたくさんあり、どうすれば伝
えることができるか、試行錯誤が続いたようです。山本
さんは「互いを思いやり、支え合ってがんばってきた」
と当時の様子を振り返り、その中で忘れられない出来事
を語ってくれました。
　それは、いわさき小学校で行われたお話し会での事。
全児童を対象に、５歳の子どもが白血病で亡くなる「ケ
ン坊とサンタクロース」というおはなしを、朗読劇で披
露しました。朗読劇が終わると、児童たちがポロポロ涙
を流しながら、次々と発表。山本さんはその姿に感動し
「本の力・おはなしの力」を確信、そしてこの出来事が
「読み聞かせをやって良かった」と、活動継続の励みに
なりました。
　「だんぶり」は現在、各小学校やレッツふかうら、老
人保健施設等での読み聞かせに加え、県の読書推進活動
にも積極的に協力しています。西北五つがる読書推進協
議会の副会長としても、各学校ＰＴＡの読み聞かせサー
クルの活躍を評価している山本さんは「地域の方々や子
どもたちの読書推進にさらに力を入れていきたい」と、
にこやかな表情で今後の抱負を語ってくれました。
　今回の受賞を機会に、町に読み聞かせの輪を広げよう
と願う「だんぶり」の大きな活躍が期待されています。
　※だんぶり：津軽弁でトンボのこと

活字離れや読書離れが叫ばれる中、
子どもたちに本の持つ力を伝えている

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
ご用命は 

任せて安心の 
家族葬から一般葬・社葬まで 
ご予算に応じた御葬儀を 
提案・施工いたします。 

病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！ 
「一般貨物自動車運送事業（霊柩）第４９７号」 
３６５日・２４時間受け付けております。 

厚生労働省認定
１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６
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インフルエンザシーズン到来！　
健　康
万歩計
健　康
万歩計

す こ や か
車いすを寄贈した林支部長（左から３人目）

小笠原　幸　裕　先生
ファミリークリニック☆希望・院長

今 月 の
ドクター

　医師は、問診、身体診察、検査を適宜、組み合わせ
て病気を診断します。今までにかかった事がある病気
を既往症（きおうしょう）と言いますが、既往症が診
断の助けになることがあります。また、既往症によっ
ては検査、治療に特別な配慮が必要になることもあり
ます。
　既往症を患者さんに伺うと、尿路結石（にょうろけ
っせき）と胆石（たんせき）を混同されている方は少
なくありません。尿路結石は図１のように、尿が出る
経路に結石ができる場合を言います。結石ができる場
所によって腎臓結石、尿管結石、膀胱（ぼうこう）結
石、尿道結石と分類されます。中でも尿管結石は、突

然に強い腰痛（背部痛）や側腹部痛を起こし、血尿を
伴うこともあります。結石の場所によっては下腹部痛
であったり、頻尿、排尿時痛、排尿困難を伴うことも
あります。
　一方、図２のように消化管（胃腸）とつながってい
る胆嚢(たんのう)や胆管(たんかん)に結石ができるもの
を胆石と言います。典型例は食後に悪化する右上腹部
痛、吐き気、発熱です。
尿路結石の専門医は泌尿器科医であり、胆石の専門医
は消化器内科医や消化器外科医です。尿路結石と胆石
では検査および治療が異なるため一般の方であっても
多少の違いを知っておかれた方がよいと思います。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆さんが
健康で元気に過ごすための必要な情報を提供
し、ドクターからのアドバイスを紹介するコ
ーナーです。

どっちの結石？尿路結石と胆石～

　11月20日、青森県遊技業協同組合西北五支部（林成鎬支部
長）が深浦町役場を訪れ、車いす１台を寄贈しました。
　同支部では、平成22年と平成25年にも車イスを寄贈。簡単な
操作でリクライニングする機能を装備した特注品で、楽な姿勢で
長時間の使用でも疲れにくくなっています。
　この車いすは、役場本庁舎に設置。歩行困難な方や足腰に不安
のある方をサポートし、快適に移動することが期待されています。

9:00～12:00

3:00～6:00

午
前
午
後

○ ○

○ ○

たけくま動物病院

ITOKU
●

　ももデンタル
　クリニック

●

MEGA
●

至秋田 至大館

至
三
種
町

●
ローソン

●
TUTAYA

ITOKU
●

ホーマック
●

　ももデンタル
　クリニック

●

MEGA
●

至秋田 至大館

四小入口

至
三
種
町

はま
寿司
●

すき家
●

●
ホテルミナミ

●
ホテルミナミ

●くすりの大越
●ちえ美容室

●
ローソン

●
TUTAYA

N

第
四
小
学
校

入院施設有

往 診 快 諾

■ペットホテル・トリミング有
■避妊・去勢手術随時受付
■狂犬病・フィラリア・
　混合ワクチン予防実施
■各種検査、健康診断（血液・
　レントゲン・超音波・内視鏡・
　心電図等）

◎診療時間

秋田県能代市藤山114番地
TEL 0185－89－2666

月 火 水 木 金 土 日・祝日

http://www.takekuma-vet.com/

受
付
時
間
は
終
了
の

30
分
前
ま
で
で
す

○ ○ ○10:00
12:00
〜

3:00
5:00
〜

1:00
3:00
〜

10:00
12:00
〜

○ ○
3:00
5:00
〜

「思いやりの心」と「明るく誠実に接する」動物病院を目指しています。
狂犬病予防注射は病院で随時接種できます。

す こ や か

　今年もいよいよインフルエンザの季節がやってきました。
インフルエンザは11月下旬～12月上旬に流行りだし、１月～３月にピークを迎えます。
予防接種も有効な予防のひとつですが、日頃の予防習慣が感染から身を守ることに繋がります。
インフルエンザウイルスがどのように感染するのか、そしてインフルエンザに感染してしまった時の症状を
ピックアップして紹介したいと思います。
■感染経路は「飛沫（ひまつ）感染」と「接触感染」

　インフルエンザウイルスの感染経路は、飛沫感染と接触感染の２つがあります。
自分の何気ない仕草が感染の原因になることがありますので、まめな手洗い・うがいやマスクを着用するこ
とが自分だけでなく、他人への感染拡大を防ぐことにつながります。

■インフルエンザと風邪の違い

　

　インフルエンザと風邪はよく似た症状が出ますが、実は症状も流行する時期も違います。
インフルエンザの大きな特徴としては急激に症状が出ることです。インフルエンザかなと思ったら、速やか
にお近くの医療機関を受診しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　（参照元：政府広報オンライン）

問合せ先：関診療所　76－2109　

 　 38度以上の発熱 発　熱

  全身症状（頭痛、関節痛、筋肉痛など） 
局所症状（のどの痛み、鼻水、くしゃみ、咳

 症　　状 局所症状（のどの痛み、鼻水、くしゃ など）
  み、咳など） 

  急激に発症 比較的ゆっくり発症

 
流行時期 １～３月がピーク

 年間を通じて。
   特に季節の変わり目や疲れているときなど。

インフルエンザ 風　　邪

飛　沫　感　染 接　触　感　染
①インフルエンザウイルスに感染し
　た人がくしゃみや咳、つば等と一
　緒にウイルスを放出

②別の人が、そのウイルスを口や鼻
　から吸い込み感染

①インフルエンザウイルスに感染し
　た人が、くしゃみや咳を手で押さ
　える

②その手で周りの物に触れて、ウイ
　ルスが付く

③別の人が、その物に触ってウイル
　スが手に付く

④その手で口や鼻を触って
　粘膜から感染

※主な感染場所
　学校や職場などの人が多く集まる場所

※主な感染場所
　バスのつり革、ドアノブ、スイッチなど

図１
尿路結成

図２
胆石

腎臓

尿管

膀胱

尿道

尿道

肝臓

胃

胆管

胆嚢

車イスを寄贈
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深
校
だ
よ
り

太
宰
の
宿

ふ
か
う
ら
文
学
館

今
月
の
一
冊

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

太
宰
の
宿
ふ
か
う
ら
文
学

館
が
お
薦
め
す
る
書
籍
を

紹
介
し
ま
す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
た
め

の
遊
歩
道
整
備
体
験

　
10
月
31
日
、
十
二
湖
に
お
い
て
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
た
め
の

遊
歩
道
整
備
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
白
神
山
地
の
生

き
物
を
観
察
す
る
会
代
表

の
浜
田
さ
ん
ご
夫
妻
・
町

の
職
員
・
観
光
ガ
イ
ド
の

方
々
と
と
も
に
湖
周
辺
の

ブ
ナ
林
の
中
に
造
成
さ
れ

た
遊
歩
道
に
、
７
月
に
笹

内
川
の
流
倒
木
を
集
め
加

工
し
た
チ
ッ
プ
を
敷
く
作

業
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
よ
く
晴
れ
て
お

り
、
何
名
か
の
観
光
客
の

方
々
と
も
す
れ
違
い
ま
し

た
。
　
重
い
チ
ッ
プ
が
入
っ
た
袋
を
片
手
に
、
枯
れ
葉
が
積
も
っ

た
遊
歩
道
を
何
往
復
か
運
び
、
指
示
さ
れ
た
場
所
に
全
部
で

５
ｔ
の
チ
ッ
プ
を
ま
き
、
生
徒
は
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

観
光
客
の
皆
さ
ん
に
も「
足
に
か
か
る
負
担
が
少
な
く
な
る
」

と
好
評
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
十
二
湖
周
辺
の
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
多
く

の
観
光
客
に
世
界
自
然
遺
産
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

県
内
大
学
生
と
語
る

キ
ャ
リ
ア
支
援
事
業

　
11
月
８
日
、
県
内
の
大
学
生
を
迎
え
、
少
し
年
上
の
先
輩

と
語
り
合
い
、
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
設
計
に
つ
い
て
考

え
る
「
キ
ャ
リ
サ
ポ
」
と
い
う
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
校
の
１
・
２
年
次
生
は
数
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
大
学

生
の
リ
ー
ド
の
も
と
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
自
己
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
数
人
の
大
学
生
に
よ
る「
自
分
の
高
校
時
代
」の

語
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
る
大
学
生
は
、
教
員

に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
し
た
が
、
兄
の
大
学

進
学
と
自
分
の
高
校
進
学

の
時
期
が
重
な
っ
た
こ
と

で
、
第
２
志
望
の
高
校
に

進
学
し
、
一
度
は
夢
を
あ

き
ら
め
ま
し
た
が
、
大
学

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

に
参
加
し
た
こ
と
で
再
び

自
分
の
夢
を
思
い
だ
し
、

そ
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
、
で
き
る
限
り
の
努
力
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
語
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
生
徒
は
こ
の
行
事
で
、
現
在
の
自
分
を
見
つ
め
直

し
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
姿
を
思
い
描
く
き
っ
か
け
が
で

き
た
よ
う
で
す
。

　
西
北
津
軽
の
高
校
で
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
学
校
は
少
な
い
で
す
が
、
弘
前
・
青
森
の
高
校
で

は
実
施
し
て
い
る
学
校
が
増
え
て
い
ま
す
。

12
・
１
月
の
行
事
予
定

12
月
19
日（
金
）　
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
22
日（
月
）　

２
学
期
終
業
式

　
　
24
日（
水
）〜
26
日（
金
）　
冬
期
講
習

　
　
27
日（
土
）〜
１
月
４
日（
日
）　
学
校
閉
鎖

１
月
７
日（
水
）〜
９
日（
金
）　
冬
期
講
習

　
　
13
日（
火
）　
３
学
期
始
業
式

　
　
18
日（
日
）　
情
報
処
理
検
定

　
　
17
日（
土
）〜
18
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

　
　
19
日（
月
）　
百
人
一
首
大
会

　
　
25
日（
日
）　
簿
記
検
定

　
関
東
の
保
育
園
に
勤
め
る
男
性
保

育
士
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
発
信
し
た
、

保
育
園
で
の
日
常
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

集
め
た
本
で
す
。

　
ペ
ー
ジ
は
二
段
構
成
に
な
っ
て
い

て
、
実
際
に
投
稿
さ
れ
た
ツ
イ
ー
ト

が
上
段
に
書
か
れ
、
下
段
の
文
章
で

そ
の
と
き
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
や

前
後
の
物
語
な
ど
が
補
足
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ

合
い
の
中
で
、
笑
っ
た
こ

と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
、

驚
い
た
こ
と
、
と
き
に
は

ほ
ろ
り
と
く
る
よ
う
な
感

動
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
綴
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
キ
ラ
キ

ラ
し
た
発
想
や
行
動
に
ハ

ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も

に
、
彼
ら
は
彼
ら
な
り
に
、
何
か
を

考
え
た
り
思
い
や
っ
た
り
、
幼
い
な

が
ら
も
懸
命
に
生
き
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
優
し
く

見
守
る
著
者
の
視
点
に
、
心
が
温
ま

る
お
す
す
め
の
本
で
す
。

※

ツ
イ
ッ
タ
ー
と
は
、
一
四
〇
文
字

以
内
で
書
か
れ
た
「
ツ
イ
ー
ト
」
と

い
う
短
文
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

投
稿
で
き
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と

で
す
。

キ
ラ
キ
ラ
の
子
ど
も
た
ち
の
世
界
を
、覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

『
ほ
ぉ
・・・
、こ
こ
が

　
　
ち
き
ゅ
う
の

　
　
　
ほ
い
く
え
ん
か
。』

　
　

 

て
ぃ
先
生
／
著

Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
／
発
行

太
宰
の
宿

ふ
か
う
ら
文
学
館

今
月
の
一
冊

《11月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 4,332人
4,859人
9,191人
3,894世帯

（－11）
（－10）
（－21）
（－ 1）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.86㎢

10
月
21
日
〜
11
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯

我
が
家
で
は
、
年
末
の
大
掃
除
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
気
付
い
た
と
き
に

掃
除
を
し
て
お
り
、
先
日
、
５
、
６
年
ぶ
り
に
書
棚
の
整
理
を
し
ま
し
た
。

今
回
の
メ
イ
ン
は
写
真
。
子
ど
も
の
雑
誌
や
壊
れ
た
プ
ラ
モ
デ
ル
な
ど
、
棚
を
埋
め
て
い

た
も
の
を
一
通
り
片
づ
け
た
後
、
さ
っ
そ
く
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

普
通
は
ア
ル
バ
ム
に
収
納
す
る
の
で
し
ょ
う
が
、
書
棚
に
無
造
作
に
入
れ
て
き
た
我
が
家
。

20
代
の
こ
ろ
の
写
真
や
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
子
ど
も
た
ち
の
写
真
を
見
つ
け
、
今
と
は
違
っ

て
そ
っ
く
り
な
姉
妹
の
様
子
に
、
し
ば
し
手
を
止
め
て
見
比
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

お
か
げ
で
予
想
外
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
写
真
の
整
理
は
な
ん
と
か
終
了
。
今
は
、

空
い
た
引
き
出
し
を
ど
う
し
よ
う
か
考
え
中
で
す
。

編
集
後
記

湯
豆
腐
や
先
ま
ず
は
崩
し
て
本
題
に
　
　
　
　
　
　
蒲
　
田
　
幸
　
子

釣
瓶
落
し
あ
と
は
寡
黙
な
町
灯
か
り
　
　
　
　
　
　
七
　
戸
　
た
か
女

果
樹
園
の
い
び
つ
そ
ば
か
す
試
食
梨
　
　
　
　
　
　
渋
　
谷
　
真
佐
江

ふ
つ
ふ
つ
と
湯
豆
腐
こ
の
先
お
だ
や
か
に
　
　
　
　
砂
子
田
　
ツ
　
エ

松
島
や
俯
瞰
は
る
か
に
芭
蕉
の
忌
　
　
　
　
　
　
　
田
　
口
　
ゆ
　
き

晩
秋
や
愚
か
に
孤
独
抱
き
し
め
て
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
志
　
恵

岬
ふ
か
し
へ
へ
の
の
も
へ
じ
捨
て
案
山
子
　
　
　
　
菊
　
池
　
シ
ュ
ン

鮞
の
お
む
す
び
母
の
ち
か
ら
と
す
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
こ
う
女

新
ち
ぢ
り
宮
の
花
塚
文
字
う
す
れ
　
　
　
　
　
　
　
近
　
藤
　
月
　
子

ゆつ
るかば

ん
さ
き

は
ら
ら
ご

さ
き

か

か
し

し
ゅ
う

お
ろ

こは
な
つ
か

ど
く
だ

じ
ゅ
え
ん

し
しょ
く
な
し

べ

か
も
く

あ

と
う
ふ

ゆ

ふ
か
ん

ば
し
ょ
う

き

と
う
ふ

ま

く
ず

ほ
ん
だ
い

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

相　
馬　
靖　
子
（
77
歳
）
５　
　
区

竹　
越　
隆　
夫
（
90
歳
）
７　
　
区

野　
呂　
松　
榮
（
71
歳
）
川
原
町

坂　
本　
せ　
い
（
78
歳
）
川
原
町　

兼　
平　
良　
一
（
88
歳
）
田
野
沢

青　
島　
リ
ツ
ヱ
（
74
歳
）
北
金
２
区

島　
　
　
ヨ　
ネ
（
83
歳
）　

関

栁　
原　
つ　
ゑ
（
99
歳
）
柳　
　
田

笹　
森　
　
　
要
（
87
歳
）
正　
　
久

工　
藤　
　
　
忍
（
90
歳
）
黒　

崎

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

♥
鹿　

内　

強　

志
（
３　
　

区
）

熊　

谷　

美　

穂
（
３　
　

区
）

♥
工　

藤　

和　

樹
（
広　

戸
）

成　

田　

春　

菜
（
板
柳
町
）

♥
阿　

保　

和　

紀
（
仙
台
市
）

神　

馬　

志
保
子
（
沢　

辺
）

♥
松　

橋　
　
　

開
（
大
間
越
）

佐　

藤　

由　

貴
（
北
秋
田
市
）



ちびっこ
　チャン

ピオン　　

ちびっこ
　チャン

ピオン　　

ちびっこ
　チャン

ピオン　　

ちびっこ
　チャン

ピオン　　

■■■ 広報ふかうら ■ 14

「オラフのリースでクリスマス」

（左から）

　み か み　ゆ づ きさん（５さい）
　きしもと　な つ きさん（５さい）
　や ま だ　ゆ う きくん（６さい）
　ふじわら　く る みさん（４さい）
　さいとう　わ か なさん（４さい）

えの木保育園のなかよしたち

「オラフのリースでクリスマス」

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介していきます。

発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　
編
集
／
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3―

74―

2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

12月号
No.117

（　　　）
岩本　莉愛ちゃん
　父　邦　憲さん　　　　
　母　　惠　さん　黒　崎

あり

（　　　）
小山内結唯花ちゃん
　父　雅　俊さん　　　　
　母　美　里さん　驫　木

ゆ い な

このコーナーでは、１歳を迎え
たチビッコ達をご紹介します

こんなに

　元　気　
です！

＊寄附者の紹介＊
ふるさと納税制度を利用したご寄附を次の方からいただきました。

　〇東京都　　　　　　　　深浦会東京会員　様
　〇千葉県習志野市　　　　深浦会東京会員　様
　〇東京都　　　　　　　　吉　田　加　奈　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ありがとうございました。


